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風
力
・
太
陽
光

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
も
う
一
つ
の
意
味
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、「
挑

戦
」
や
「
挑
戦
す
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
何
か
の
目

標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の

時
、
目
標
が
大
事
に
な
る

が
、
目
標
は
、
現
在
の
状
況

を
基
準
と
す
る
相
対
的
な
位

置
関
係
（
二
者
関
係
）
に
あ

る
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
二

者
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、

「
工
」
と
い
う
漢
字
の
由
来

で
あ
る
。

「
工
」
の
字
形
は
、
二
つ

の
横
棒
「
一
」
と
そ
れ
を
つ

な
ぐ
縦
棒
「
ー
」
か
ら
な

る
。
そ
れ
は
、
上
の
横
棒
は

「
天
」
を
、
下
の
横
棒
は

「
地
」
を
意
味
し
、
縦
棒
は

天
と
地
を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ

と
を
会
意
し
て
い
る
。

天
は
「
理
想
」、
地
は

「
現
実
」
で
あ
り
、
現
実
に

は
な
い
が
、
こ
う
い
う
も
の

（
ア
イ
テ
ム
、
製
品
な
ど
）

が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
、
そ

れ
を
理
想
と
し
、
ま
さ
に
実

現
す
る
こ
と
が
「
も
の
づ
く

り
」
の
原
点
で
あ
る
。
も
の

づ
く
り
は
、
地
に
横
た
わ
る

材
料
や
技
術
を
用
い
、
天
に

掲
げ
た
理
想
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ

を
「
工
」
は
象
徴
し
て
い
る

（
図
１
）。

と
は
、
現
実
と
理
想
の
「
ギ

ャ
ッ
プ
」
を
意
味
す
る
。
現

実
が
理
想
と
一
致
し
、
ギ
ャ

ッ
プ
が
解
消
さ
れ
た
と
き

が
、「
問
題
解
決
」
と
な
る

（
図
２
）。

「
夢
」
は
、
望
み
と
し
て

理
想
を
思
い
抱
く
こ
と
で
あ

り
、
現
実
と
の
相
異
（
ギ
ャ

ッ
プ
）
と
し
て
掲
げ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
理
想

が
現
実
と
な
り
、
ギ
ャ
ッ
プ

が
な
く
な
っ
た
と
き
が
、

「
夢
の
実
現
」
と
な
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
問
題
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
夢
と
は
同
じ
意
味
合
い

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
私
た
ち
の
人
間
世

界
に
お
け
る
状
況
に
当
て
は

め
る
と
、
上
下
の
横
棒
の
隔

た
り
と
相
対
的
な
位
置
は
千

変
万
化
す
る
。
問
題
解
決
や

夢
実
現
に
も
、
い
ろ
い
ろ
の

方
法
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
①
掲
げ
た
理
想
（
夢
）

に
向
か
っ
て
、
現
実
を
高
め

る
。
最
も
理
想
的
な
方
法
で

あ
る
が
、
困
難
を
伴
う
。
②

理
想
（
夢
）
を
少
し
低
め
に

設
定
し
、
現
実
を
高
め
る
。

現
実
的
な
問
題
解
決
（
夢
実

現
）
の
方
法
で
も
あ
る
。
③

高
い
理
想
（
夢
）
を
抱
か
ず

現
実
に
満
足
す
る
こ
と
す
ら

あ
る
だ
ろ
う
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う

言
葉
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ

う
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
あ

り
、
問
題
解
決
や
夢
実
現
に

向
か
う
行
為
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
実
は
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で
は
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
言

葉
は
、「
問
題
」
と
同
義
語

と
意
識
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
課
題
解
決
や
問
題
解
決

を
す
べ
き
対
象
自
体
を
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
呼
ぶ
の

で
あ
る
。

筆
者
の
経
験
で
は
、
本
コ

ラ
ム
５
回
目
で
も
紹
介
し
た

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ブ
ル
ネ
ル
に

関
連
し
た
行
事
を
２
０
１
２

年
に
主
催
し
た
が
、
通
訳
を

依
頼
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

を
専
門
と
す
る
大
学
講
師

は
、「
課
題
」
を
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
明
確
に
訳
し
て
い

た
。私

た
ち
は
、
将
来
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」

を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
現
状
と
は
大

き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る

理
想
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ

た
よ
う
に
二
者
関
係
か
ら
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
」
は
「
問
題
」
と
な
る

が
、
こ
れ
を
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、

前
向
き
な
行
動
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
比
率

を
30
％
に
す
る
目
標
は
、
ギ

ャ
ッ
プ
解
消
に
向
け
た
明
確

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
の
で

あ
る
。

エ
コ
・
パ
ワ
ー
（
東
京
都

品
川
区
）
が
北
海
道
で
進
め

て
い
る
風
力
発
電
事
業
に
つ

い
て
、
環
境
省
は
４
月
17

日
、
同
社
の
計
画
段
階
環
境

配
慮
書(

※)

に
対
す
る
環
境

大
臣
意
見
を
経
済
産
業
大
臣

に
提
出
し
た
。

同
事
業
は
、
北
海
道
天
塩

郡
幌
延
町
お
よ
び
天
塩
郡
天

塩
町
に
お
い
て
、
最
大
で
総

出
力
７
万
㌗
の
風
力
発
電
所

を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
。

事
業
実
施
想
定
区
域
は
、
ガ

ン
カ
モ
類
の
集
団
飛
来
地
で

あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

の
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
や
利
尻
礼

文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が
隣

接
し
て
い
る
自
然
環
境
上
重

要
な
地
域
で
も
あ
る
。

環
境
大
臣
意
見
で
は
、
対

象
事
業
実
施
区
域
の
設
定
に

あ
た
り
、
重
要
野
鳥
生
息
地

等
の
環
境
保
全
上
重
要
な
区

域
を
原
則
除
外
す
る
こ
と
、

風
力
発
電
設
備
へ
の
衝
突
事

故
や
移
動
経
路
の
阻
害
等
に

よ
る
重
要
な
鳥
類
へ
の
重
大

な
影
響
お
よ
び
利
尻
礼
文
サ

ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
内
か
ら
の

眺
望
景
観
へ
の
影
響
を
回
避

す
る
こ
と
等
を
求
め
て
い
る
。

※
計
画
段
階
環
境
配
慮

書

：

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
手
続
で
初
め
に
必
要
と
な

日
本
風
力
発
電
協
会
（
Ｊ

Ｗ
Ｐ
Ａ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
自

主
的
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
自
主
ア
セ
ス
）
を
行
う
際

の
ガ
イ
ド
と
な
る
「
小
規
模

風
力
発
電
事
業
の
た
め
の
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
環
境
ア
セ

ス
ガ
イ
ド
）」
を
新
た
に
作

成
・
発
行
し
た
。

小
規
模
な
風
力
発
電
所
で

オ
リ
ッ
ク
ス
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
栃
木

県
那
須
烏
山
市
で
建
設
を
進

め
て
い
た
「
那
須
烏
山
上
川

井
太
陽
光
発
電
所
」
の
運
転

を
５
月
１
日
よ
り
開
始
す

る
。
出
力
規
模
は
13
・
５
㍋

㍗
。
年
間
予
想
発
電
量
は
、

一
般
家
庭
約
４
０
６
０
世
帯

分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
相

当
す
る
１
４
６
１
万
５
０
０

０
㌗
時
を
見
込
む
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
両

社
が
共
同
で
事
業
化
を
企
画

し
設
立
し
た
発
電
事
業
会
社

「
那
須
烏
山
上
川
井
ソ
ー
ラ

ー
株
式
会
社
」
が
、
複
数
の

地
権
者
か
ら
土
地
を
賃
貸
し

て
事
業
を
行
う
。
オ
リ
ッ
ク

ス
は
、
出
資
金
以
外
に
必
要

な
資
金
の
調
達
な
ど
を
含
む

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
い
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
は
発
電
所
の
設
計
・

建
設
を
担
う
。
出
資
比
率
は

オ
リ
ッ
ク
ス
85
・
１
％
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

14
・
１
％
。

る
提
出
書
類
。
配
置
・
構

造
・
位
置
・
規
模
に
関
わ
る

事
業
の
計
画
段
階
に
お
い

て
、
重
大
な
環
境
影
響
の
回

避
・
低
減
に
つ
い
て
の
検
討

結
果
を
記
載
し
た
も
の
。
こ

の
後
、
主
務
大
臣
で
あ
る
経

済
産
業
大
臣
か
ら
事
業
者
で

あ
る
エ
コ
・
パ
ワ
ー
に
対
し

て
、
今
回
の
環
境
大
臣
意
見

を
勘
案
し
た
意
見
が
伝
え
ら

れ
る
。
同
社
は
意
見
の
内
容

を
検
討
し
た
上
で
事
業
計
画

を
決
定
し
、
事
業
段
階
の
環

境
影
響
評
価
（
環
境
影
響
評

価
方
法
書
、
準
備
書
、
評
価

書
）へ
と
進
む
こ
と
と
な
る
。

あ
っ
て
も
、
地
域
や
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
に
は
、
効
果
的
・

効
率
的
な
自
主
ア
セ
ス
を
行

う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
同
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
法
令
や

条
例
の
対
象
規
模
未
満
と
な

る
発
電
出
力
で
１
０
０
０
㌗

以
上
の
風
力
発
電
所
を
対
象

規
模
と
し
て
、
環
境
影
響
評

価
項
目
の
選
定
か
ら
、
調
査

実
施
方
法
、
書
類
の
作
成
手

順
ま
で
詳
細
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。
小
規
模
風
力
発
電
に

携
わ
る
事
業
者
に
と
っ
て
は

必
須
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
。

【
問
合
せ
】

日
本
風
力
発
電
協
会

℡
０
３-

５
７
３
３-

２
２
８
８

日
本
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
は

４
月
16
日
、
傘
下
の
琉
球
国

際
航
業
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

が
同
県
糸
満
市
に
「
糸
満
ソ

ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
」
を
完
成
さ

せ
た
と
発
表
し
た
。
同
市
与

座
上
原
に
あ
る
遊
休
地
約
１

万
２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
活
用
。
出
力
は
１
０
３
９

㌗
。
一
般
家
庭
約
３
５
０
世

帯
分
の
消
費
電
力
に
相
当
す

る
電
力
を
供
給
す
る
。
発
電

し
た
電
力
は
す
べ
て
沖
縄
電

力
に
売
電
す
る
。

Ｅ
Ｐ
Ｃ
（
設
計
・
調
達
・

施
工
）
は
協
和
エ
ク
シ
オ
が

担
い
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
サ

に
注
力
す
る
法
人
と
し
て
２

０
０
８
年
に
設
立
。
政
策
の

立
案
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
運
用
の
総
合
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、

沖
縄
県
内
の
自
治
体
が
進
め

る
「
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
と
し
て
、
太
陽
光
発

電
な
ど
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
糸

満
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
」
建
設

事
業
は
そ
の
一
環
と
な
る
。

今
後
は
地
元
地
域
へ
の
経
済

効
果
の
検
討
や
、
同
発
電
所

を
活
用
し
た
環
境
教
育
の
実

施
な
ど
、
自
治
体
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

く
方
針
だ
。

日
本
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
目
指
す
「
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
を
推

し
進
め
て
お
り
、
太
陽
光
発

電
所
開
発
を
企
画
か
ら
資
金

調
達
・
建
設
・
管
理
運
営
ま

で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
「
糸
満
ソ
ー
ラ
ー
ウ

ェ
イ
」
に
続
き
、
４
月
21
日

に
は
、
傘
下
の
Ｊ
Ａ
Ｇ
国
際

エ
ナ
ジ
ー
が
出
力
約
13
㍋
㍗

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
「
足
柄
大

井
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
」（
神

奈
川
県
大
井
町
）
を
竣
工
し

て
い
る
。

エコ・パワー

北
海
道
・
風
力
発
電
事
業
の

「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」

に
環
境
大
臣
意
見

「小規模風力発電事業のための
環境アセスメントブック」
日本風力発電協会が新たに作成・発行

日
本
ア
ジ
ア
Ｇ
、
沖
縄
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

「
糸
満
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
」
完
成

環境影響評価調査の一例
(渡り鳥調査)

沖縄に完成した「糸満ソーラーウェイ」

竣工式の様子。オリックス亀井克信取締役兼専
務執行役（中央）、 JFEエンジニアリング福井隆
二常務執行役員（左端）、那須烏山市 大谷範雄
市長（右から2人目）、栃木県 三森文雄 県会議員

（左から２人目）、那須烏山上川井自治会 八板
守夫 会長（右端）

ン
テ
ッ
ク
パ
ワ
ー
製
、
パ
ワ

ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
は
日
立

製
作
所
製
を
採
用
し
た
。

琉
球
国
際
航
業
は
、
日
本

ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
国

際
航
業
が
沖
縄
県
内
の
事
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑧

と
こ
ろ
で
上

下
の
横
棒
の
隔

た
り
は
、
天
と

地
、
二
元
論
の

表

象
で
も
あ

る
。
こ
の
「
工
」

と
い
う
字
を
典

拠
と
し
て
、「
問

題
」
や
「
夢
」

に
つ
い
て
も
解

釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

我
々
は
、
現

実
や
そ
の
状
況

に
対
し
疑
義
や

不
満
を
抱
き
、

あ
る
べ
き
望
ま

し
い
状
況
を
意

識
し
た
と
き

「
問
題
」
と
い

う
言
葉
を
発
す

る
。「
問
題
」

天：理想

ギャップの解消理想

現実
地：現実

問題解決
（夢実現）

図1　「工」の字形と意味
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